
  平成 30 年度病院経営セミナー（一般病院向け） 

―地域をささえる回復期・慢性期医療のあり方から新たな病床機能を考える― 
 

【主 催】独立行政法人福祉医療機構 

【開催日】平成３１年 2 月 8 日（金） 

【会 場】新霞が関ビル・全社協灘尾ホール 

（東京都千代田区霞が関） 

 

我が国における医療及び介護の提供体制は、世界に冠たる国民皆保険を実現した医療保険制度及び創設
から約 20 年を迎え社会に定着した介護保険制度の下で、着実に整備されてきました。 

しかし、高齢化の進展に伴う慢性疾患の増加により疾病構造が変化していくなかで、医療ニーズについ
ては、病気と共存しながら、生活の質（ＱＯＬ）の維持・向上を図っていく必要性が高まり、介護ニーズ
についても、医療ニーズを併せ持つ重度の要介護者や認知症高齢者が増加するなど、医療及び介護の連携
の必要性はこれまで以上に高まってきています。 

そうしたなかで、長期にわたり療養が必要な患者を入院させる慢性期医療及び、在宅復帰に向け、医療
やリハビリテーションを提供する回復期医療においても、時代や地域のニーズに合わせた病床機能が求め
られています。 

そこで、今回のセミナーでは、平成 26 年（2014 年）に新設された『地域包括ケア病棟』や、今年
度、新たな施設類型として誕生した『介護医療院』といった新たな病床機能が回復期・慢性期医療におい
て一つの答えとなり得るのか、それぞれの病床へ転換を果たした病院の実践紹介を通じて、今後の病院戦
略を考えます。 

  

9:00～ 受 付 

10:00～10:10 

（10 分） 

オリエンテーション 

開会のあいさつ  独立行政法人 福祉医療機構 

10:10～11:30 

（80 分） 

「回復期・慢性期医療に関連する政策について」 

 

<講師> 厚生労働省 保険局 医療介護連携政策課 

      医療費適正化対策推進室 室長 廣瀬 佳恵 氏 

11:30～11:40 

（10 分） 

「医療貸付事業の概要について」 

<説明者> 独立行政法人福祉医療機構 福祉医療貸付部 

11:40～12:40 休 憩（60 分）～融資相談会～ 

12:40～13:50 

（70 分） 

「地域包括ケアシステムにおける 

慢性期医療の役割とさらなる可能性 

～介護医療院転換という選択～」 

 

<講師>  公益社団法人日本医師会 常任理事 

<講師>  医療法人博愛会・医療法人和香会 理事長  江澤 和彦 氏 

13:50～14:00 休 憩（10 分） 

14:00～15:10 

（70 分） 

「『高度急性期を除いたすべて』を担う 

『地域多機能型病院』の役割 

～慢性期病院のランクアップ戦略～」 

 

<講師> 医療法人社団大和会 多摩川病院 理事長 矢野 諭 氏 

15:10～15:20 休 憩（10 分） 

15:20～16:30

（70 分） 

「回復期・慢性期医療の現在地と今後 

     ～報酬改定からみる回復期・慢性期医療のすすむ方向性～」 

 

<説明者> 独立行政法人福祉医療機構 

経営サポートセンター コンサルティンググループ 

    チームリーダー 上村 知宏 

 


